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【背景】

HHD は施設透析と比較すると様々な利点がある一方、教育（特に自己穿刺）・経

費等の問題により普及は遅れている。当院でも 10年前より取り組んでいるが現

在 5名にとどまっており、HHD 移行への最大の難関は自己穿刺であった。

【目的】

当院の外来維持透析患者へ HHD に関する意識調査を行い、今後の HHD の普及活

動へ活かす

【対象・方法】

対象は当院の外来維持透析患者 219 名、直接聞き取りで意識調査を施行した。

【結果】

透析歴が浅い患者ほど HHD に興味があり、将来してみたいと思っている傾向で

あった。導入を躊躇する理由としては、依然自己穿刺への恐れがとび抜けて多

く、その他トラブル時の対応・経済面・介助者の確保などがあった。

【結語】

10 年経た現在でも、自己穿刺の時点で HHD の説明が止まる状況が続いている。

今後は「自己穿刺は心配ありません」と医療者が自信をもって対応する手法か

らスタートしたいと考えている。


